
中庸熱ポルトランドセメント
Moderate-Heat Portland Cement

マスコンクリート構造物に優れた特性を発揮します。

1.水和熱が低い
中庸熱ポルトランドセメントは、普通ポル
トランドセメントに比べ、水和に伴う発熱
量が小さいため、コンクリートの断熱温度
上昇量が小さく、温度ひび割れの抑制が
可能となります。

2.長期強度が大きい
セメント構成化合物のうち長期材齢に
おける強度発現性に優れたビーライト
（C2S）が多く含まれているため、長期
強度発現性に優れています。

3.収縮が小さい
自己収縮や乾燥収縮の大きいアルミ
ネート相（C3A）の含有量が少ないため
収縮を低減できます。

4.化学抵抗性が大きい
化学抵抗性の小さいアルミネート相
（C3A）の含有量が少ないため硫酸塩な
どに対する化学抵抗性が大きくなります。

矢木沢ダム

■ 重力式、RCD等のダム用コンクリート

■  大規模な橋脚工事

■ 原子力発電所施設等のコンクリート

■ 地下構造物等のコンクリート

■ 一般建築構造物の基礎工事

■ 舗装用コンクリート

用 途

特 長 品 質

ポルトランドセメントは、キルンで焼成されたクリンカに少量の石膏を加え、粉砕して製造されます。
凝結、強度発現性、化学抵抗性などのセメントとしての特性は、クリンカを構成する化合物の構成比
や粉砕されたセメントの粉末度などによって大きく左右されます。
ポルトランドセメントクリンカをを構成する主要な化合物、エーライト（C3S）及びビーライト（C2S）と
呼ばれる「ケイ酸カルシウム化合物」と、これらの化合物結晶間の間隙を充填するように存在している
アルミネート相（C3A）やフェライト相（C4AF）からなる「間隙質相」があります。
中庸熱ポルトランドセメントは、これらの構成化合物のうちエーライト（C3S）、アルミネート相（C3A）
の含有量を少なくし、ビーライト（C2S）の含有量を多くすることで、水和熱の抑制をはかるとともに
長期強度発現性を改善したマスコンクリート用セメントです。


